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参考表１(1) OECDによる生物多様性主流化の進捗をモニタリングする指標例 
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参考表１(2) OECDによる生物多様性主流化の進捗をモニタリングする指標例 
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参考表２ 既往研究によるローカル SDGs指標（荒深 2019） 
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参考表３ ローカライズせずに利用可能なグローバル指標（荒深 2019） 

 

 

参考図１ ローカル SDGsゴール 11の相対評価（左：都道府県、右：市町村）  
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参考表４(1) SDGｓ推進本部による「持続可能な開発目標（SDGｓ）を達成するための

具体的施策（付表）」平成 28年 12月 22日ＳＤＧｓ推進本部決定 

  

  

 

 

 

 

 

 

 



資料３－１【参考】 

6 

 

参考表４(2) SDGｓ推進本部による「持続可能な開発目標（SDGｓ）を達成するための

具体的施策（付表）」 
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参考表５(1) 中間評価を実施している道府県の生物多様性地域戦略の指標群 

 

都道府県 指　標
北海道 関連指標①：多様な生態系を保全する森林の箇所数

関連指標②：特別天然記念物タンチョウの生息数
[補足ﾃﾞｰﾀ]：②－１ﾀﾝﾁｮｳの飛来情報のあった振興局数
その他①：ヒダカソウの開花株数(花数)の経年変化
関連指標③：アライグマ防除計画の策定市町村数
[補足ﾃﾞｰﾀ]③－１：アライグマ捕獲数と農業被害額
その他②：アライグマ捕獲数と生息・目撃情報の推移
関連指標④：北海道東部地域におけるｴｿﾞｼｶ個体数指
数
[補足ﾃﾞｰﾀ]④－１：北海道西部におけるｴｿﾞｼｶ個体数指
数
[補足ﾃﾞｰﾀ]④－２：エゾシカ捕獲数
[補足ﾃﾞｰﾀ]④－２：エゾシカ農林業被害額
環境白書①：ヒグマの捕獲数及びヒグマによる農業被害
額
環境白書②：狩猟免許所持者数の推移
関連指標⑤：水辺に親しめる河川空間整備数
関連指標⑥：道民との協働により育てる樹木の本数
[補足ﾃﾞｰﾀ]：⑥－１緑化行事参加者の推移
環境白書③：お魚殖やす植樹運動実績
関連指標⑦：水質環境基準達成率
[補足ﾃﾞｰﾀ]⑦－１：水質環境基準達成率の内容
関連指標⑧：健全な水循環のための流域環境保全計画
策定数
関連指標⑨：クリーン農業に取り組む生産集団数
[補足ﾃﾞｰﾀ]⑨－１：北のｸﾘｰﾝ農産物(YES!clean)の作付
面積
[補足ﾃﾞｰﾀ]⑨－２：道内のエコファーマー認定数
関連指標⑩：有機農業に取り組む農家戸数
[補足ﾃﾞｰﾀ]⑩－１：北海道と全国の有機農業に取り組ん
でいるほ場面積
関連指標⑪：「環境配慮活動実践者」の割合

青森県
県立自然ふれあいセンターにおける体験プログラム利用
者数（人）
各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間で自
然観察をテーマとした学習活動を行っている小学校の割
合（％）
エコファーマー取組面積（ha）
GAP 手法導入組織数
有機農業の取組面積（ha）
民有林間伐面積（ha）
海面漁業漁獲量（t）
内水面漁業漁獲量（t）
観光ボランティアガイド団体数
県特別栽培農産物取組面積(ha)
野生鳥獣による農作物被害面積(ha)
狩猟者数（延べ人数）（人）
野生鳥獣保護管理計画策定数
保護地域面積（ha）
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参考表５(2) 中間評価を実施している道府県の生物多様性地域戦略の指標群 

 

都道府県 指　標

岩手県 再生可能エネルギー導入実績　p10

鳥獣保護区の箇所数、面積　p18
有害鳥獣駆除数　p20
松くい虫被害量　p23
シカ農林業被害額　p24
こどもエコクラブ登録・会員数　p51
環境学習会への講師派遣数、受講数　p51
環境学習交流センター利用者数　p52
エコファーマー認定状況
温室効果ガス排出削減割合
年間二酸化炭素排出量
再生可能エネルギーによる電力自給率
ペレットの利用量
チップの利用量
間伐実施面積
産業分野の木質バイオマス導入事業者数
一般廃棄物のリサイクル率
産業廃棄物リサイクル率
アスファルト・コンクリート再資源化率
コンクリート再資源化率
建設発生木材再資源化率
自然等大切にする生活に満足している県民割合
生物多様性の認知度
イヌワシの繁殖率
生物多様性上重要な地域の選定
ニホンジカの捕獲数
グリーンボランティア人数
自然公園ビジターセンター等利用者数
県立広域公園利用者数
森林面積
農山漁村の環境保全活動の参加人数
身近な水辺空間保全に取り組む団体数
県民一人当たりの都市公園面積
景観づくりに取り組む地区数
小学校における地球温暖化防ごう隊実施割合
水生生物調査参加市町村数
農業水利施設を活用した小水力発電導入数
環境保全型農業の生産方式を導入した農地面積
グリーンツーリズム交流人口
青年新規就農者数
林業新規就業者数
自然公園入込数
とちぎ里山塾受講者数
シカ・イノシシの生息数
マッチングによる社会貢献活動参加企業等数

群馬県 生物多様性の価値の浸透事業数
緊急性の高い保全施策の実施事業数
生物多様性の持続可能な利用の推進事業数
生物多様性に関sる情報の蓄積と利用環境整備事業数
地域戦略を確実に推進させるしくみづくり事業数
森林公園利用者数
森林環境教育参加者数
森林環境教育指導者数（登録者）
森林ボランティア団体会員数
エコファーマー認定者数
自然環境学習の実施率
住んでいる地域の歴史や自然について関心のある小中
学校の割合
野生鳥獣による農作物被害額
ニホンジカの推定生息頭数

栃木県
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参考表５(3) 中間評価を実施している道府県の生物多様性地域戦略の指標群 

 

  

都道府県 指　標

神奈川県
水源の森林エリア内の私有林で適切に管理
されている森林の面積の割合
ニホンジカ、ニホンザル、イノシシによる農作物被害額
里地山認定協活動の面積
自然公園の面積
保安林の面積
自然環境保全地域の面積
歴史的風土保存地区行の面積
近郊緑地保全地区の面積
特別緑地保全地区の面積
風致地区の面積
生産緑地地区の面積
トラスト緑地の面積
都市公園の面積
生物多様性についての県民意識
里地里山保全活動に取り組んだ人数
小網代の森の年間利用者数
自然環境保全センターが実施する研修会、観察会等の
参加人数

愛知県 都市計画区域、市街化区域の緑被面積
自然海岸延長、占有割合
道路管理延長に対する緑化実延長割合

三重県 自然環境の新たな面積
生物多様性保全活動実施箇所数
外来生物種の生息調査、駆除活動取組件数
生物多様性認知度
森林づくりに関する活動や催しへの参加者数
環境教育講座等参加者の満足度
森林づくり及び森林環境教育等の活動の進展度
水環境の保全活動に参加者数
農山漁村の交流人口
自然との触れ合いの場を活用したイベントなどの参加者
の満足度
地球温暖化対策講座等の受講後、活動に取り組む意向
を示した受講者割合
みえジビエとして利活用された野生獣頭数
「三重の木」認証材等の製材出荷量に占める割合
森林経営計画認定面積
県指定希少野生動植物種の保全活動
生態系維持回復事業の取組箇所数
多面的機能の維持・発揮のための活動を行う集落割合
重害対策に取り組む集落数
集落代表者アンケートによる獣害が甚大等回答した集
落割合
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参考表５(4) 中間評価を実施している道府県の生物多様性地域戦略の指標群 

 

都道府県 指　標
岐阜県 間伐実施面積

J-VER制度認証取得実績 事業者数
ニホンジカ捕獲頭数
環境保全モデル林指定地区数
水田魚道設置箇所数
魚道モニタリング　フィッシュウェイ・サポーター委嘱数
外来生物シンポジウム開催件数
外来生物法の規定による防除の確認・認定を受けた市
町村数
保護区の存続数
モニタリング調査実施地区数
域外保全実施生物種数
侵入防止策設置延長
ニホンジカ捕獲頭数
狩猟免許取得者数
間伐材搬出量
ぎふクリーン農業生産登録面積
キノコ料理コンテスト応募者数
カジカ養殖取組者数
ぎふジビエ登録制度による解体処理施設数
エコツアー参加者数
環境学習コーディネーターによる出前講座実
施回数
レッドデータブック改訂回数
ふるさと水と土指導員活動地区数
東海自然歩道関ケ原ビジターセンター来館者数
ぎふ田んぼの学校開催数
森林づくりイベントに関する相談件数
上下流交流ツアー実施回数
環境保全林整備事業実績面積
水源林境界明確化促進事業実績面積
県民協働による森の通信簿事業　グループ数
水源林公有林化支援事業実績面積
里山林整備事業整備面積、回収箇所数
環境保全モデル林整備事業整備箇所数
流域清掃活動推進事業流域数
流域協働による効率的な河川清掃事業流域数
イタセンパラ生息域外保全推進事業　件数
野生生物保護管理事業（ニホンジカ）捕獲頭数
野生生物保護管理事業（オリ・処理）オリの数、処理施
設数
野生生物保護管理事業（担い手）　人数
野生動物総合対策推進事業　推進機関数
生きものにぎわうため池再生事業　箇所数
生きものにぎわう水田再生事業　箇所数
里地里川生態系保全支援事業（団体）　団体数
里地里川生態系保全支援事業（市町村）　市町村数
河川魚道の機能回復事業　点検箇所数、改修数
地域協働水質改善事業　地域数
上流域と下流域の交流事業　回数
木の香る快適な教育施設等整備事業　施設数
ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業　セット数
ぎふの木育教材導入支援事業　施設数
木質バイオマス利用施設導入促進事業　ボイラー施設
数、ストーブ数
県民協働による未利用材の搬出促進事業　搬出重量
清流の国ぎふ森林・環境税事業推進事業　審議会回数
森と木と水の環境教育推進事業　学校数
森から生まれる環境価値普及促進事業　　団体数
エコツーリズム促進事業　団体数、連携会議開催数
生物多様性に配慮した地域づくり普及推進事業
シンプジウム数、専門家数
清流の国ぎふ森林・環境税事業推進事業　審議会数
清流の国ぎふ市町村提案事業　提案件数
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参考表５(5) 中間評価を実施している道府県の生物多様性地域戦略の指標群 

 

都道府県 指　標
滋賀県 ニギロブナ、セタシジミ、ホンモロコの漁獲量

オオバナミズキンバイの成育面積
狩猟者免許所持者数
主な外来魚の推定生息量
ニホンジカ捕獲数
ジビエ加工施設数
生息・生育保護区の指定
保全協定を締結した巨木の本数
除間伐を必要とする人工林に対する整備割合
ヨシ群落造成面積
魚のゆりかご水田の取組面積
温室効果ガス総排出量
多自然川づくり河川改修延長
県産材の素材生産量
薪の生産量
ビワイチ認証数
水稲における環境こだわり農産物栽培面積の割合
しが生物多様性大賞の受賞団体数
琵琶湖森林づくりパートナー協定
湖北野鳥センター利用者数
新旭水鳥観察センター利用者数
生物多様性保全活動支援センターによる連携・協力あっ
せん数
森林づくり活動をPRするもりづくり団体数
河川環境の保全活動数

大阪府 ニホンジカ、イノシシ、アライグマ捕獲頭数
兵庫県 里山林整備面積

温室効果ガス排出量
年平均日最高最低気温
ニホンジカの推移
ニホンジカの推移
野生鳥獣による農林業被害額の推移
深刻な被害を受けている集落割合
生物多様性地域戦略の策定数
見守り隊登録数
生物多様性アドバイザー登録人数
生物多様性ネットワークに参画するNPO等の数
農山漁村ボランティア数
ため池保全活動の参加者数
生物多様性普及啓発に係る指導者養成数
生物多様性支援協定ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ件数
環境創造型農業の実施面積
農地・水保全管理支払交付金制度取組面積
里山林の再生
県内藻場面積
シカの目撃効率
シカ、アライグマ・ヌートリア捕獲頭数
災害に強い森づくり整備面積
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参考表５(6) 中間評価を実施している道府県の生物多様性地域戦略の指標群 

 

  

都道府県 指　標
香川県 環境学習応援団団体数

環境教育・環境学習参加者数
かがわ里海大学終了者数
藻場造成面積
放置竹林対策実施面積
環境に配慮した事業所認定数
環境に配慮した製品の認定件数
温室効果ガス総排出量
緑のカーテンコンテスト参加申し込み数
住宅用太陽呼応発伝設備導入量
県内施設への太陽光発電設備導入量
県産木材搬出量
水道の１日一人当たりの平均給水量
水道の１日一人当たりの生活用水平均給水量
生物多様性に関する県民の認知度
イノシシ、アライグマの捕獲頭数
ニホンジカの生息頭数
加害レベルの高いニホンザルの群れ数
狩猟免許所持者数
エコファーマー新規認定者数
多面的機能維持発揮を行う農地面積
耕作放棄地解消面積
野生鳥獣が発生している集落数
県民がふれあうことのできるみどりの面積
リフレッシュ「香の川」パートナーシップ協定団体数

愛媛県 絶滅のおそれのある野生生物の割合
特定希少野生動植物の指定
特定希少野生動植物保護区の指定
特定希少野生動植物保護管理計画の策定
耕作放棄地の面積
藻場造成面積
生物多様性の認識度
生物多様性に係る住民座談会及びワークショップ開催回
生物多様性カード枚数
保育士、教員等を対象とした生物多様
性保全のための研修会（自然観察会
等）開催
子供・大人向け啓発資料の作成
エコツーリズムコンテンツ造成数
生物多様性フェア等の開催回数

高知県 RDB掲載種
在来種、外来種種数
生物多様性の認識度
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参考表５(7) 中間評価を実施している道府県の生物多様性地域戦略の指標群 

 

都道府県 指　標
福岡県 生物多様性の認識度

福岡県の希少野生生物ホームページへのアクセス件数
平尾台自然観察センターの入館者数
自然公園の面積
自然環境保全地域の面積
保安林指定面積
シカの生息密度
アライグマ防除計画策定市町村数
荒廃森林の再生面積（累計面積）
県が実施する公共建築物等の木材利用量
間伐材等のエネルギー源としての利用量
森林ボランティア組織数
減農薬・減化学肥料栽培面積
まちとむら交流企画支援事業の参加者（累計人数）
生物多様性地域戦略策定市町村数
生物多様性アドバイザー登録数
県立森林公園利用者
こどもエコクラブ登録団体数
県施設における絶滅危惧動植物の生息域外保全種数
特定外来生物の県内生息確認種数
天然記念物（国・県・市町村指定）
鳥獣保護区の面積
長期育成循環施業等による複層林及び広葉樹林造成
面積（累計面積）
都市公園の面積
特別緑地保全地区面積
風致地区面積
多自然川づくりの整備状況
放置竹林・侵入竹整備面積
木質バイオマスの利用状況
エコファーマー認定農家の参加率
環境保全型農業直接支援対策参加農家戸数
中山間地域等直接支払制度の協定面積
耕作放棄地面積
都市、河川やため池等の生物多様性の状況がわかる指
標の開発
緑の基本計画策定市町村数

長崎県
生物多様性保全事業等によって守られた希少野生動植
物種の種類
生物多様性保全事業等実施箇所数
地域性あふれる身近な自然環境を活用保全していく活
動地域数
有機・特別栽培に取り組む面積
ジオツアー参加者満足度
ホームページ等での情報の発信回数
自然とのふれあい施設の整備・改修数
実施イベントの満足度
希少種モニタリングの実施回数
公共事業等の環境配慮
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参考表５(8) 中間評価を実施している道府県の生物多様性地域戦略の指標群 

 

都道府県 指　標
大分県 「間伐面積」

「低コスト再造林面積」
エコエネルギー活用率
自然公園指導員の委嘱数
景観行政団体（累計）
ジオガイドの活動回数
希少野生動植物の指定数（累計）
多面的機能支払交付金制度事業計
画認定面積
中山間地域等直接支払制度協定締
結面積
低コスト再造林面積
間伐面積
森林ボランティア活動への参加者数
水環境保全活動団体数
漁場再生面積（累計）
海岸清掃参加者数
一人あたりの都市公園面積
絶滅危惧種保護活動補助団体数（累計）
鳥獣保護区特別保護地区の指定箇
所数
アライグマ防除計画確認市町村数
（累計）
高等学校での地域と協働した環境教
育の実施件数
環境教育参加者数（累計）
公民館が実施する環境教育関係学
級・講座数
グリーンツーリズム宿泊延べ人数（累計）
NPOとの協働による生物多様性保全
活動の実施件数
環境基本計画策定市町村数（累計）
生物多様性地域戦略策定市町村数
（累計）
いきものウォッチング登録件数（累
計）
二酸化炭素排出量（家庭、業務、運
輸部門合計）
エコエネルギー活用率

鹿児島県 「生物多様性」という言葉の県民の認知度
生物多様性地域戦略を策定する市町村数
県土面積に対する自然公園の指定割合
鳥獣保護区の面積
県本土及び種子島のニホンジカ生息密度
生息・生育環境の悪化を理由に鹿児島県レッドリストに
掲載されている絶滅危惧種の数
指定希少野生動植物種
『聞き書き』に取り組む団体数
交通事故や他の生物の補食による死亡が確認されたア
マミノクロウサギの数
奄美群島エコツーリズム推進協議会による認定ガイドの
人数
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参考図２ 令和元年度 SDGs未来都市自治体 SDGsモデル事業選定都市一覧 
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参考表６(1) 第五次環境基本計画の進捗状況等を評価するための指標（案）及び関連する目標等 

各重点戦略の指標群 
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参考表６(2) 第五次環境基本計画の進捗状況等を評価するための指標（案）に関連する目標等 

各重点戦略の指標群 
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参考表６(3) 第五次環境基本計画の進捗状況等を評価するための指標（案）に関連する目標等 

各重点戦略の指標群 
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参考表６(4) 第五次環境基本計画の進捗状況等を評価するための指標（案） 

各環境分野の指標群 

 

 


